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第35号（令和５年５月31日／校長 甲斐 修）

校長通信

中高合同職員会議
５月１０日に本校で，与論中学校との合同職員会

議を行いました。

これは，連携型

中高一貫教育校

の特色ある取組の

一つで，両校の教

職員が一堂に会し，学習指導や生徒指導などの取組

について研究協議し，共通理解を図ることで中学校

と高校双方の教育活動の充実につなぐことを目的

に，年２回実施するものです。

はじめに，３月に実施した学力定着度調査の結果

分析を確認。続く教科部会では，授業におけるＩＣＴ活

用や乗り入れ授業の在り方等について協議。領域部

会では，生徒たちが充実した学校生活を送る上で直

面する課題について協議し，情報等を共有しました。

第２回の会議は，１１月に実施する予定です。

対話を通して考える“与論島のよさ”
今年度の総合的な探究の時間“ゆんぬ”に取り組

むに当たり，生徒たちの問題意識を高める「探究シン

ポジウム」を５月12日に行いました。

前半は与論島の課題解

決に取り組む３年生有志

と地域の方々をゲストに迎

えたトーク＆クエスチョン。

取組内容や動機の紹介のあと，「困難と感じているこ

とは何か」，「行き詰まったときはどうしているのか」な

ど，１・２年生からの質問に各自の経験を話しました。

後半は全校生徒と教職員，地域サポーターが“与

論島のよさ”を語り合う15分間×3セッションのワール

ド・カフェを実施しました。

何を“よさ”と感じるか

は，対象を捉える視点で

変わります。各テーブルで

は，生徒・教職員・地域サ

ポーターが自由に発言して対話を重ねました。

このほか，東京大学大気海洋研究所からは，2年

目となる「サイエンス・キャンプ」の概要をリモートで

説明。地域コーディネーターからは，地域講師陣によ

る新企画「地域ゼミ」の紹介がありました。

今年度の「サイエンス・キャンプ」，「地域ゼミ」につ

いては，今後の『校長通信』の中で紹介します。

朝読書で一日の学びを始める
本校では毎朝8時20分から朝読書を行っていま

す。生徒たちは朝のホームルームが始まるまでの15

分間，自分が選んだ本を静かに読んでいます。

朝読書は，言語能力の向上はもちろん，「読書が好

きになる」，「集中力が高ま

る」などの効果が期待され

ますが，何よりも落ち着いた

雰囲気の中で一日の学び

を始められることが大きいのではないでしょうか。

今年度は図書委員の発案で月２回程度，朝読書の

時間を利用して，自分が読んだ本の中から，おすすめ

の本をお互いに紹介し合う取組も始まりました。

本校は今後も読書活動の充実に努めていきます。

続・ＰＣ端末で授業が変わる①（音楽） デジタル社会

を生きる高校生にとって今やPC端末は，鉛筆やノートと並

ぶマストアイテムです。県教育委員会は令和４年度から，

県立高校1年生全員にPC端末を1年間貸与し，学習場面で

のICT活用を推進しています。ＰＣ端末を活用した各教科等

の工夫を紹介する本コーナー。2年目の第1回は音楽です。

３年生の音楽Ⅲの授業。15時間で計画した単元「創作と

楽典」の11時間目のこの日は，PC端末で音楽Webアプリ

ケーションを使う創作の時間です。3年生にはPC端末の貸

与はありませんが，単元によっては，学校の予備機を授業

時のみ活用しています。

授業では，予め授業者が

設定したパーカッションと

ピアノによる8小節の和音

進行に対して，生徒たちが

構成音に留意しながら，そ

れぞれの感性で旋律を創作していきます。

PC端末で生徒が使用するのは，本校が採択する教科書の

発行元が開発したアプリケーション。視覚的に分かりやす

い画面表示と動作性に優れ，楽しく感覚的に楽曲の構造を

分解・分析して理解することができます。

授業の後半は，PC端末をスピーカーに接続して創作途中

の各自の作品をデモ演奏。各自の個性が表現された旋律に

拍手が起こりました。単元ではこのあと，旋律に副次的な

コードをつけたり，パートごとの音色を変化させたりして

バランスを調整し，作品を完成させる予定です。

鹿児島県大島郡与論町茶花1234番地１
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FAX（0997）97-2844
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校長講話から ChatGPTと対話してみた／人間である自分にしかできないことは何か（令和５年５月15日 全校朝礼）

ここ数か月間のニュースで，頻繁に見聞きするのが

ChatGPTの話題です。ChatGPTは，チャット形式の

画面に質問を入力すれば，まるで人と会話するように

答えが返ってくる対話型のAIで，生成系AIの一つで

す。文章の精度の高さや自然な言葉遣いなどが高く評

価されていて，「AIがここまでできるようになった！」と

驚いた人は多いようです。

AIのビジネス活用で活躍する古川渉一さんの解説

本によると，「GPT」は「Generative Pre-trained

Transformer」の頭文字で，「事前学習モデル」とい

う意味です。Web上の大量のデータを学習済みのAI

モデルを誰もが使えるサービスとして，開発したOpen

AI社が提供したのが，このChatGPTです。

ニュースでは，質問に対してChatGPTがこんな間

違った回答をしたという記事もありますが，ChatGPT

の回答はネットから学習した膨大なデータの中から確

率に基づいて生成された文章に過ぎません。したがっ

て，ChatGPT自身が言葉の意味や話の流れを理解

し，価値観や考え方をもって回答しているわけではない

ということを承知していれば，珍回答に過剰に反応す

る必要はありません。大切なのは，ChatGPTは事実を

検索するツールではなく，対話や相談するツールだと

捉えることです。

ちなみに，ChatGPTを試してみたという人はいます

か。私もさっそく試してみました。回答に間違いがある

かどうかを確認しやすいように，私がよく知る与論高校

をテーマに対話してみました。

以下，私がChatGPTと先日行った対話を読み上げ

て紹介します。

校長：鹿児島県立与論高等学校の特色を教えてください。

ChatGPT：鹿児島県立与論高等学校の特色は，以下の通りで

す。

海洋教育 与論高校は，周囲を海に囲まれた島に位置して

おり，海洋教育に力を入れています。海洋生物の研究や，

ダイビング，マリンスポーツなどの活動を通じて，海洋に

ついての知識を深めることができます。

文化交流 与論高校は，日本最南端の離島に位置している

ため，地理的・文化的な要因から，独自の文化を持ってい

ます。その文化を守りながら，他の地域との交流を大切に

し，国際交流にも積極的に取り組んでいます。

総合的な学習 与論高校では，学校行事や部活動などを通じ

て，生徒たちが幅広い分野で学ぶことができるように，総

合的な学習の取り組みを行っています。また，文化祭や体

育祭などのイベントを通じて，生徒たちの交流やコミュニ

ケーション能力の向上にも力を入れています。

留学プログラム 与論高校では，海外の高校との交流プログ

ラムを通じて，異文化に触れる機会を提供しています。ま

た，英語教育にも力を入れており，TOEICなどの資格取得

を支援しています。

以上が，鹿児島県立与論高等学校の主な特色です。

もっともらしい説明ですが，内容は正しくはないです

ね。でも与論高校を知らない人なら，「そうなんだ」と思

ってしまいそうです。事実と異なることは指摘するとよい

でしょう。対話を続けます。

校長：与論高校のある与論島は日本最南端ではなく，鹿児

島県の最南端に位置する人口五千人余りの離島ですよ。

ChatGPT：申し訳ありません，私の先程の回答に誤りがあ

りました。与論高校がある与論島は，日本最南端ではなく，

鹿児島県の最南端に位置する人口五千人余りの離島です。

訂正してお詫び申し上げます。

校長：それから，海洋教育に力を入れているのは間違いあ

りませんが，ダイビングやマリンスポーツのプログラムは

ありません。

ChatGPT：ありがとうございます，その情報を教えていただ

き，訂正します。海洋教育に力を入れている与論高校です

が，ダイビングやマリンスポーツのプログラムは実施して

おらず，海洋生物の研究や釣りなどの活動を通じて，海洋

に関する知識を深めることができます。訂正してお詫び申

し上げます。

「釣り」はプログラムにはありませんが，個人研究の

テーマならありうるので，ここは受け流します。ですが，

海洋教育を狭く捉えているようなので，次のようなメッ

セージを送ってみました。

校長：海洋教育は，自然科学に限らず，人と海との共生を

テーマに，社会，経済，文化，民俗など，カバーする領域

は広いですよ。

ChatGPT：ご指摘いただき，ありがとうございます。確かに

海洋教育には，自然科学だけでなく，社会，経済，文化，

民俗など様々な分野が含まれます。与論高校の海洋教育に

おいても，海と人との共生をテーマに，環境問題や地域の

文化・歴史など幅広い分野をカバーした教育を行っている

ことが，学校の公式ホームページ等から伺えます。再度，

ありがとうございました。

指摘に対して「ありがとうございます」というお礼の
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言葉があるのは，礼儀正しくて好感が持てますね。

ここで，質問を変えます。多くの中学生に入学してほ

しいので，広報活動の参考にするために次のような質

問をしました。

校長：現在中学校で学んでいる生徒たちが，与論高校に入

学したくなるようなキャッチコピーを10個考えてください。

ChatGPT：以下，与論高校に入学を検討する中学生に向けた

キャッチコピーを10個提案いたします。

① 海に囲まれた学校で，新たな自分を発見しよう！

② 与論島の美しい自然と共に，学びの場で成長しよう！

③ 海洋教育で自然と向き合い，グローバルな視野を身につけよう！

④ 海とともに学び，人としても成長しよう！

⑤ 課外活動も充実！釣りやキャンプなど，楽しい体験がいっぱい！

⑥ 環境問題に取り組む，未来のリーダーたちの育成に注力してい

ます！

⑦ 小規模校だからこそ，きめ細かい指導が受けられます！

⑧ 質の高い教育で，進学・就職に強い高校生活を送ろう！

⑨ 地域の伝統文化を学び，自分自身も深めよう！

⑩ 与論高校での学びが，きっとあなたの人生を豊かに変える！

５番目については，先ほど「釣り」について指摘しな

かったので，この回答になったのでしょうか。でも，釣り

やキャンプは課外活動としても取り組んでいませんの

で，とくに島外の中学生が間違った認識を持たないよ

うに，次のように指摘しました。

校長：ありがとうございます。でも，５番目のキャッチコ

ピーが気になります。本校は課外活動に釣りやキャンプは

ありません。５番目のキャッチコピーに代わるものをあと

一つ考えてください。

ChatGPT：申し訳ありません，先程の回答での不正確な情報

により，混乱を招いてしまいました。訂正いたします。で

は，代替案として以下のキャッチコピーを提案いたします。

⑤ 立派な研究室で海洋生物を研究しよう！海の生命を守るために，

学問を深めましょう！

校長：いいですね。でも，本校には立派な研究室などあり

ません。県立高校の限られた予算の中で取り組んでいるの

が現状です。しかし，潤沢な予算がなくても質の高い教育

は可能だと考えています。どのような工夫が必要だと思い

ますか。

ChatGPT：予算が限られた状況でも，質の高い教育を提供す

るためには，以下のような工夫が必要です。

業界とのパートナーシップを築くこと 現場に近い業界と協力関

係を築き，設備や機材などを提供してもらうことが考えら

れます。また，業界の人材や知識人を招いて講演や講義を

行い，学生たちに直接聞く機会を設けることで，より実践

的な学びを提供することも可能です。

地域のリソースを活用すること 地域のリソースを活用し，例

えば野外活動の授業では，学校周辺の自然を活かしたプロ

グラムを企画することで，授業の幅を広げることができま

す。また，地域の博物館や資料館などを利用し，実際に見

たり，体験することで，より深い理解を得ることができま

す。

学生の自主性を尊重すること 学生たちに自ら学び，調べる

力をつけてもらうことが大切です。そのために，プロジェ

クト学習や課題研究など，学生自身が主体となって取り組

む学習方法を取り入れることで，自主的な学びを促進する

ことができます。

以上のような工夫を取り入れることで，限られた予算の

中でも質の高い教育を提供することができます。

校長：まさに与論高校が目指している方向です。要となる

のは生徒の自主性ですね。生徒の自主性を高めるために，

考えられることは何でしょうか。

ChatGPT：生徒の自主性を高めるために，以下のようなこと

が考えられます。

自己管理能力を養うこと 生徒たちには，自己管理能力を養

うことが大切です。具体的には，自分自身でタスク管理を

する，時間の使い方を考える，自分で学習計画を立てるな

ど，自己管理のためのスキルを身につけることが重要です。

プロジェクト学習や課題研究などを取り入れること 生徒たちが

自分たちで考え，主体的に学ぶことができるように，プロ

ジェクト学習や課題研究など，生徒が自分でテーマを決め，

自ら調べ，実践的な成果を出すことができる学習方法を導

入することが大切です。

生徒たちのアイデアや意見を尊重すること 生徒たちが自主的

に取り組むためには，自分たちの意見やアイデアが尊重さ

れる環境が必要です。生徒たちの意見を積極的に取り入れ

ることで，生徒たちが自分たちで考え，意見を出し合い，

自主的な学びを促進することができます。

生徒たちが責任を持つことを促すこと 生徒たちが自主性を持

って学ぶためには，自分たちが責任を持つことを促すこと

が大切です。例えば，学校行事の準備や実施，生徒会活動

など，生徒たちが主体的に取り組むことで，自己責任や協

調性を身につけることができます。

以上のような取り組みをすることで，生徒たちが自主性

を高め，より主体的に学びを進めることができるようにな

ると考えられます。

校長：ありがとうございます。最後に与論高校の生徒たち

にメッセージをお願いします。
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ChatGPT：与論高校の生徒の皆さんへ。海に囲まれた与論島

で，貴重な高校生活を送っている皆さんは，自然豊かな環

境の中で，多様な学びや経験をすることができます。これ

までの学びを基盤に，これからの人生を自分たちで切り開

いていくために，自分自身の可能性に挑戦してください。

学校生活だけでなく，地域の方々との交流や自然との触れ

合いも大切な学びとなります。そして，自分たちが学んだ

ことや経験を，将来につなげていくことが，地域や社会に

貢献することにもなります。自分自身の目標や夢を持ち，

それに向かって一歩ずつ進んでいくことを応援しています。

どうか，今後とも与論高校を誇りに思い，精一杯の取り組

みを続けてください。

校長：ありがとうございます。生徒たちもきっと期待に応

えてくれると思います。

ChatGPT：そう思っています。与論高校の生徒たちは，自然

や地域とのつながりを大切にし，自主性やチャレンジ精神

を持っていると聞いています。彼らの将来に期待が持てる

ことを，心から願っています。

「心から願っています」と言われたら，相手がAIであ

ることを忘れてしまいますね。私はこの他に別のチャット

を作成して，「与論島の活性化」や「人口減少問題へ

の対応」についても対話を重ねています。

面白いなと思ったのは，たとえ回答に事実と異なる

事柄が含まれていても，自分が意識的に，あるいは無

意識のうちに排除しているような考え方を含め，自分と

は異なる視点を答えてくれることがあるということです。

２・３年生は覚えていると思いますが，昨年11月の

講演会で経験した「哲学対話」をChatGPTを相手に

やってみるのも面白いでしょう。例えば「人はなぜ分か

り合えないのか」といった質問を哲学者の立場から小

学生にも分かるように答えてほしいというメッセージを

送り，そこから対話を重ねてみる。そのやり取りの中か

ら，質問者である自分の中に新たな考え方や創造の

芽が生まれてくることが期待できます。

ところで，最近のニュースでいくつかの大学が，学生

に課すレポートや論文について，ChatGPTの活用を

禁止したり，制限したりするような方針を表明したとい

うニュースも見聞きします。

レポートや論文の作成に安易にChatGPTの生成し

た文章を転用することは，まさに「人間がAIに隷属す

る」，「AIに使われる」ことであり，人間の能力の退廃

につながることは言うまでもないでしょう。

しかし，無料で一般公開されているChatGPTの活

用を一律に禁止したり，制限したりすることは難しいで

しょうし，現実的ではありません。

むしろ人間の思考を深める補助的なツールとして，

いかにAIを使いこなすようになるかを，これからの時代

に必要な資質・能力の一つとして，レポートの課題設定

や評価方法の在り方を工夫していくことの方が大切で

はないかと考えます。

繰り返しますが，ChatGPTは正解や事実を答えてく

れるものではありません。古川さんはChatGPTの回

答は，「いったん全部疑ってみる」くらいの姿勢が必要

で，あくまでもサポートツール，アシスタントツールとして

捉えることが大切だと述べています。

このような生成系AIは，今後さらに仕事の分野にも

変化をもたらします。これまで人間がやっていた定型的

な文書を作る作業は比較的容易に置き換わっていく

でしょうし，必要事項を入力すれば下書きも生成でき

ますので，AIで完成形そのものを作るというよりは，そ

の前の段階の作業を簡略化するために使うといった活

用が考えられます。

古川さんは「人間がゼロから作業に取りかかるので

はなく，最初の段階でAIを使うことで，完成度を100

％とした場合に30％からスタートできる状態になって

いく」と述べています。先ほどの与論高校のキャッチフ

レーズのように，アイディアのたたき台をAIに作ってもら

い，あとは人間がブラッシュアップしていくという使い方

です。その代わり，どんな方向性で作品を作るのか，そ

れを通して何を伝えたいのかといった価値観の部分は

人間にしか決めることはできません。

これからは指示したものを大量に生成するなど，AI

が得意とする仕事はAIに任せ，人間には人間にしかで

きないことに時間と労力を使うことがより一層求められ

るようになるでしょう。つまり，AIの進化によって，「人間

である自分は何をしたいのか」が常に問われるように

なるということです。

人間である自分にしかできないことは何か――

ChatGPTの登場は，私たちの学び方だけでなく，

在り方生き方にも大きな問いを投げかけているように

思います。みなさんはこれからAIをどのように使いこな

していきたいですか。

古川さんの解説本と，ロボット工学の研究者で大

阪大学教授の石黒浩さんが書いた『ロボットと人間』

という新書を図書室に置きますので，是非手に取って

読んでみてください。

【参考・引用文】古川渉一・酒井麻里子『先読み！IT×ビジネス

講座 ChatGPT 対話型AIが生み出す未来』2023年，インプレス／

石黒 浩『ロボットと人間 人間とは何か』2021年，岩波新書


